ケンキュウ シリョウ タゴウ トラオ ニッキ 1945ネン 1ガツ 8ガツ タイヘイヨウセンソウ マッキ カラ ハイセン ヘ イタル サッカ ノ ニッキ by 和泉 司 et al.
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A Reproduction of Torao Tago’s Diary of January-
August 1945, with Bibliographical Notes
IZUMI Tsukasa
Abstract
This paper is comprised of the reproduction of a eight month period of Torao Tago’s 
diary, which in total covers the six years from 1940 to 1945. Tago became famous after 
his play won second place in a creative writing contest sponsored by the magazine 
“KAIZO” in 1931.
This period is covered in the diary, from January to August 1945. Tago and his 
family lived in Hatanodai, Tokyo. At that time their life was very hard. Food was hard 
to get. What was particularly difficult was the U.S. air raid. On August 15, 1945, Japan 
lost the war. Tago seemed to believe in Japan’s victory. Because of that, he was greatly 
shocked.
From this diary you can read about the changes in life and thinking of one novelist 
during the war.
― 10 ―




本資料「田郷虎雄日記」（1940～ 1945年までの六年分）は、これまで 1940年及び 1941年の
二年分の翻刻本文を『跨境　日本語文学研究』の第 7号～第 10号において公開してきた。今回は、















































































































































 税　26.40 円　実収入　193.60 円
 合計　230 円






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 月 19 日（月）　晴


























































































































































































































































































3 月 26 日（月）　晴
（冒頭四行を塗りつぶしてある。翌 27 日の冒
頭部分を間違えて書いているらしい。その後、






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































6 月 26 日（火）　晴
記載なし。
以降、6月 27 日～ 30 日は一切の記載なし。
七月諸事要録
つばさ隊俸給　400 円












7 月 21 日～ 23 日は一切の記載なし。
7月 24 日（火）　曇
午後、駿河台の協会本部に行き、北村氏と会見。



















7 月 28 日～ 31 日は一切の記載なし。
八月諸事要録
つばさ隊俸給　400 円



















































































































































































































































































































































8 月 31 日（金）　雨
マツカサー進駐の新聞報道を読む。
空には四発大型の編隊をはじめ敵機の乱舞する
あり。
終日、●（新聞のほかは）読むことも書くこと
もせず、便所の汲取をしたり焚火をしたりして
過す。
但、洋子への手紙を書く。―かうした虚脱●状
態の奧の心を語りたいからである。
今日午後からは永井君と銀座探訪に出、帰りは
大崎広小路の国民酒場にでる…といふつもりで
あったが、雨。
が、永井君が来たので、やはり雨をして家を出
る。但、時間が遅いので銀座は止して、中目黒
駅前の国民酒場に行く。そこは二人とも始
マ マ
めて
のところで、ガード下によしず
4 4 4
張りをして店を
開くとのことであったが、あゐにく今日は店の
もの待てど待てど来らず。
集まった数百人のもの、みな深刻に失望して帰る。
◇
この日、午前、福島知樹君、五つになる息子を
つれて立寄る。
空襲の所の負傷●●●●●のことなど語って帰る。
